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昨
年
十
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
た
松
帆
小
学
校
の
改
築

工
事
が
八
月
末
に
完
成
し
、
九
月
三
日
に
は
関
係
者
が
出
席

し
て
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
末
に
は
、
湊
、
福
良
、
賀
集
の
各
小
学
校
と

南
淡
中
学
校
で
進
め
て
い
た
地
震
補
強
工
事
や
大
規
模
改
造

工
事
も
完
成
し
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な
校
舎
が
誕
生
し
ま
す
。

▲子どもたちを見守る防犯カメラ

◆建築面積　2,206 ㎡

◆構造　鉄筋コンクリート３階建瓦葺

　１階　校長室、職員室、保健室、

　　　　会議室、教育相談室など

　２階　家庭室、図工室、理科室、

　　　　メディアスペース

　３階　多目的視聴覚室（ランチルーム）

　設備　エレベーター、防犯カメラ

◆総事業費　６億 4,317 万円

◆建物規模　鉄筋コンクリート

　２階建　1,727 ㎡

・鉄骨ブレース補強３か所、

　補強壁９か所

・エレベーター・防犯設備設置

・外部のサッシ全面取替えなど

　老朽設備の改造等

◆総事業費　１億 9,297 万円

◆建物規模　鉄筋コンクリート

　３階建　4,759 ㎡（２棟）

・鉄骨ブレース補強 17か所、

　柱補強５か所、補強壁４か所

・エレベーター設置、外壁防水

　塗装、防犯設備

◆総事業費　１億 5,932 万円

◆建物規模　鉄筋コンクリート

　３階建　3,130 ㎡（３棟）

・鉄骨ブレース補強７か所

・エレベーター設置、外壁防水

　塗装、防犯設備

◆総事業費　１億 2,668 万円

◆建物規模　鉄筋コンクリート

　３階建　4,216 ㎡（管理棟）

・外部防水塗装、床材張替え、

　サッシ建具取替、建具塗装、

　防犯設備

◆総事業費　２億 3,373 万円

湊小学校地震補強及び大規模改造

福良小学校地震補強及び大規模改造

賀集小学校地震補強及び大規模改造

南淡中学校大規模改造

エレベーター棟（右側）を増設

防水・外壁塗装中の校舎

全面改修がほぼ完了した管理棟

地震補強と改修工事中の校舎

松帆小学校改築
　及び大規模改造

松
帆
小
学
校
の

　
工 

事
旧校舎の取り壊し
（平成17年10月１日）

　校舎を支える118本の基礎
　杭（平成17年11月22日）

１階の型枠組立て
（平成18年２月24日）

２階天井の鉄筋
（平成18年４月19日）

屋根瓦（平成18年７月18日） 長さ７ｍの基礎杭を打設
（平成17年11月10日）

▲松帆小学校南校舎

▲２階オープンスペース周辺には本棚を設置

小
中
学
校
の
地
震
補
強
工
事

　

学
校
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
が

一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
・
生

活
の
場
で
あ
り
、
快
適
で
十
分
な

安
全
性
や
防
災
性
、
防
犯
性
を
持

ち
、衛
生
的
な
環
境
が
必
要
で
す
。

ま
た
、生
涯
学
習
や
文
化
、ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
活
動
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
な
り
、
地
震
等
の
非
常
災
害

時
に
は
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ

れ
る
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
化
の
推
進

　

新
耐
震
設
計
法
（
昭
和
五
十
六

年
六
月
施
行
）
前
の
基
準
に
よ
り

建
築
さ
れ
た
校
舎
等
の
建
物
に
つ

い
て
耐
震
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
こ
の
結
果

に
基
づ
き
、
改
修
の
必
要
が
あ
る

学
校
施
設
の
補
強
工
事
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

補
強
方
法
と
し
て
は
、
耐
震
ブ

レ
ー
ス
（
鉄
骨
の
筋
交
い
）
や
壁
・

柱
の
補
強
を
行
い
、
耐
震
基
準
値

を
ク
リ
ア
し
ま
す
。

　

改
築
前
の
松
帆
小
学
校
南
校
舎

は
、
昭
和
三
十
六
年
に
新
築
、
同

四
十
一
年
に
増
築
、
同
六
十
二
年

に
改
造
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
後
、
耐
力
度

調
査
で
構
造
上
危
険
で
あ
る
と
判

定
さ
れ
、建
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
校
舎
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、

「
地
域
住
民
と
一
緒
に
子
ど
も
を

育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
に

開
か
れ
、
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
に
整
え
ま
し
た
。ま
た
、

地
元
特
産
の
瓦
を
屋
根
に
使
用
、

教
室
内
に
は
木
材
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
安
全
対
策
と
し
て
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
非
常
べ
ル
を
設
置
し
、

不
審
者
の
侵
入
防
止
に
万
全
を
期

し
て
い
ま
す
。

▲260人が食事をとることもできる多目的視聴覚室

▲耐震ブレース
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南
あ
わ
じ
市
と
国
際
姉
妹
都
市

提
携
を
結
ぶ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

オ
ハ
イ
オ
州
セ
ラ
イ
ナ
市
を
訪
れ

て
い
た
海
外
学
生
等
派
遣
団
十
五

人
が
帰
国
し
八
月
十
一
日
、
中
田

勝
久
市
長
ら
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
の
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
に
旧
南
淡
町
が
国
際

姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、
以
後
毎

年
相
互
に
学
生
を
派
遣
し
て
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度

は
引
率
者
三
人
と
市
内
の
中
高
校

生
十
二
人
が
、
七
月
二
十
五
日
か

ら
八
月
六
日
ま
で
の
間
、
セ
ラ
イ

ナ
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
体
験

し
、
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル

ド
、
ケ
ネ
デ
ィ
ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

学
生
ら
は
「
緊
張
し
た
け
ど
楽

し
い
二
週
間
、参
加
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
温
か

く
迎
え
て
く
れ
た
」「
親
友
が
で
き

た
、
も
う
一
度
会
い
た
い
」
な
ど

と
感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
か
ら
は
「
若
い
人
の

純
粋
な
気
持
ち
に
感
激
し
た
。
こ

の
体
験
は
大
き
な
宝
物
に
な
る
で

し
ょ
う
」と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

▲ホストファミリーとの記念写真

セ
ラ
イ
ナ
で
の
体
験
を
市
長
に
報
告

国
際
姉
妹
都
市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

主
要
地
方
道
洲
本
灘
賀
集
線
阿

万
バ
イ
パ
ス
の
賀
集
〜
北
阿
万

（
二
三
五
〇
ｍ
）
の
区
間
が
、
九

月
五
日
午
後
一
時
か
ら
開
通
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
十
二

年
開
通
の
北
阿
万
〜
阿
万
上
町

（
一
八
〇
〇
ｍ
）
の
区
間
と
合
わ

せ
て
賀
集
〜
阿
万
上
町
ま
で
の
交

通
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
阿
万
か
ら
国
道
二
八

号
（
神
代
国
衙
）
ま
で
の
区
間
は
、

人
家
が
密
集
し
、
道
幅
が
狭
く
歩

道
も
な
い
こ
と
か
ら
、
朝
夕
の
通

勤
通
学
時
や
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は

慢
性
的
な
交
通
混
雑
が
発
生
し
て

い
る
ほ
か
、
交
通
事
故
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
延

長
約
七
・
八
㎞
の
バ
イ
パ
ス
を
計

画
し
、
工
区
を
分
割
し
て
早
期
開

通
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
開
通
に
よ
り
、
十

月
開
催
の「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」

相
撲
競
技
会
場
（
文
化
体
育
館
）

へ
の
メ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
全
国
か
ら
集
う
人
々
を
温
か

く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
残
る
未
開
通
区
間
（
阿

万
東
町
〜
上
町
、
三
〇
五
〇
ｍ
）

は
平
成
十
九
年
度
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。

▲阿万バイパス

　

ダ
ム
の
役
割
や
自
然
環
境
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
諭

鶴
羽
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

が
七
月
二
十
八
日
、
諭
鶴
羽
ダ
ム

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
約
三
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ダ
ム
に
関
す

る
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
ダ
ム

▲ダム周辺を回る子どもたち

ダ
ム
の
役
割
に
理
解
を
深
め
る

諭
鶴
羽
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

阿
万
バ
イ
パ
ス
（
賀
集
〜
北
阿
万
）
開
通

９
月
５
日
午
後
１
時
か
ら

　

志
知
高
校
の
郷
土
芸
能
部
と
和

太
鼓
同
好
会
が
南
あ
わ
じ
市
と
姉

妹
提
携
を
結
ぶ
新
ひ
だ
か
町
と

友
好
提
携
を
結
ぶ
平
取
町
を
訪
問

し
、
だ
ん
じ
り
唄
や
創
作
曲
を
披

露
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

訪
問
を
前
に
し
た
七
月
二
十
六

日
に
は
生
徒
の
代
表
が
中
田
市
長

を
訪
ね
、「
訪
問
先
の
北
海
道
に
は

淡
路
の
血
を
ひ
く
人
が
大
勢
い
ま

す
。
温
か
く
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
、
地
域
の

方
と
の
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
校
の
二
十
三
人
は
、
七
月

二
十
七
日
か
ら
二
泊
三
日
の
日
程

で
両
町
の
公
民
館
を
会
場
に
、
同

部
は
「
岸
壁
の
母
」
を
、
同
会
は

創
作
曲
「
志
知
永え

い
し
ょ
う

翔
」
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
四
日
か
ら
三
泊
四

日
の
日
程
で
、御
原
Ｆ
Ｃ
の
選
手
、

監
督
ら
十
六
人
が
新
ひ
だ
か
町
を

訪
問
、
同
町
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
参
加
し
て
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

▲中田市長と握手を交わす雨堤奈津美・郷土芸能部長と
　前田次郎・和太鼓同好会代表

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
交
流

郷
土
芸
能
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流

　

九
月
に
入
り
、
実
り
の
秋
を
迎

え
ま
す
が
、
一
方
台
風
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
、
心
配
も
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
来
る
」
と
こ
と
わ
ざ
に
も

あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
い
つ
、
ど

ん
な
所
で
も
起
こ
り
う
る
自
然
災

害
を
は
じ
め
、
事
故
、
事
件
の
発

生
に
予
断
を
許
さ
な
い
時
代
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
日
夜
、
私
達
市
民

生
活
の
安
全
・
安
心
に
尽
力
さ
れ

て
お
ら
れ
る
の
が
、
自
治
消
防
団

の
皆
様
方
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
の
よ
う
に
、
市
と
し
て
も

消
防
機
器
の
整
備
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
般
淡
路
消
防
操
法
大

会
が
あ
り
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
の
部

で
賀
集
第
一
分
団
第
一
部
、
自
動

車
ポ
ン
プ
の
部
で
灘
第
二
分
団
第

二
部
が
優
勝
し
、
淡
路
島
代
表
と

し
て
、
県
消
防
操
法
大
会
へ
出
場

し
ま
し
た
。
非
常
に
誇
ら
し
く
思

い
ま
す
。
県
大
会
で
は
惜
し
く
も

入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強

い
日
差
し
の
な
か
汗
の
に
じ
ん
だ

背
中
が
胸
を
打
ち
ま
し
た
。
号
令

に
よ
る
き
び
き
び
し
た
行
動
や
操

法
演
技
に
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り

ま
す
。
各
分
団
が
長
い
期
間
を
か

け
て
練
習
に
励
み
、
先
輩
ら
が
陰

に
日
向
に
指
導
や
お
世
話
を
し
、

強
い
責
任
感
の
も
と
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
、

地
域
消
防
の
礎
と
伝
統
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
月
二
十
二
日
に
は
、
南
あ
わ

じ
市
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
多
く
の
方
が
経
験
さ
れ

た
よ
う
に
、
消
防
団
員
は
、
常
に

呼
び
出
し
に
備
え
、
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
枕
元
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
ハ
ッ
ピ
な
ど
を
準
備
し
、
気

持
ち
を
張
詰
め
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
へ
の
対
応
は
、
消
防
団
や

市
役
所
、
警
察
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
使
命
感
の
強
い
消
防

団
員
も
自
ら
被
災
し
、
初
動
段
階

で
迅
速
な
対
応
が
困
難
に
な
る
時

も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
各
自
治

会
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
自
主

防
災
組
織
の
設
置
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。「
逃
げ
る
・
守
る
・

助
け
る
」
の
段
取
り
や
、
大
災
害

に
対
し
命
を
守
る
備
え
を
早
急
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
大

震
災
の
教
訓
か
ら
県
が
設
置
し
た

住
宅
再
建
共
済
制
度
（
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
共
済
）
に
も
っ
と
も
っ
と
ご

加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内
部
や
管
理
所
、
湖
な
ど
を
一

時
間
か
け
て
回
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
メ
イ
ン
に
、
う
な
ぎ
の

つ
か
み
取
り
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

な
ど
も
行
わ
れ
、
夏
の
日
差
し

が
降
り
注
ぐ
中
、
子
ど
も
た
ち

は
夢
中
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
（
十
一
頁
に
関
連

記
事
）。

  

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

▽
手
続
き
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
毎
月
の
保
険
料　

１
３
８
６
０

円
（
平
成
18
年
度
）

▽
保
険
料
の
納
め
方　
「
納
付
書
」

を
持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
付
。

　
　

ま
た
、
指
定
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
「
口
座

振
替
」
も
あ
り
、
便
利
で
す
。

　
　

所
得
が
少
な
い
方
な
ど
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
方

は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

や
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
な

ど
の
免
除
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
６
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

　

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
や
、
突
然
の
病
気
や

ケ
ガ
な
ど
生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う
な
「
万
が
一
」
の
事
態
に

備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

十
月
一
日
か
ら
、「
南
淡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
（
灘
・
阿
万
線
）」

の
ル
ー
ト
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

時
刻
表
・
ル
ー
ト
図
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
九
月
下
旬
の
日
刊

新
聞
に
折
り
込
み
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

南
淡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
灘
・
阿
万
線
）
の
ル
ー
ト
変
更

八幡交差点

淳仁天皇淡路陵
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問情報課 ☎43-５００３

見
積
り
に
訪
問
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
見

積
り
の
受
注
数
な
ど
に
よ
り
訪
問

の
時
期
が
遅
く
な
る
事
が
あ
り
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
見
積
り

の
時
期
は
、
指
定
さ
れ
た
電
気
店

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
見
積
り
及
び
確
認
の
内
容

①
軒
下
等
に
設
置
す
る
保
安
器
の

位
置
を
決
め
ま
す

②
既
設
の
テ
レ
ビ
配
線
や
ブ
ー
ス

タ
ー
（
電
波
増
幅
器
）、
分
配
器

が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
対
応
で
き

る
か
を
確
認
し
て
、
交
換
や
設

置
が
必
要
な
場
合
は
そ
の
費

用
を
計
算
し
ま
す

③
音
声
告
知
端
末
機
と
ケ
ー
ブ
ル

電
話
を
設
置
す
る
の
に
必
要
な

配
線
の
費
用
を
計
算
し
ま
す

④
テ
レ
ビ
等
の
調
整
に
必
要
な
費

用
を
計
算
し
ま
す

宅
内
工
事
の
発
注

　

指
定
さ
れ
た
電
気
店
の
見
積
額

や
工
事
方
法
を
十
分
確
認
し
、
ご

了
解
さ
れ
た
場
合
は
、
宅
内
工
事

を
発
注
し
て
く
だ
さ
い
。
宅
内
工

事
の
実
施
は
、
本
加
入
申
込
み
が

済
み
引
込
工
事
の
後
、
平
成
19
年

４
月
以
降
の
予
定
で
す
。
な
お
、

宅
内
工
事
費
は
加
入
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

本
加
入
申
込
書

　

加
入
予
約
申
込
書
を
提
出
さ
れ

た
方
に
は
、
本
加
入
申
込
書
を
郵

送
し
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

（
切
手
不
要
）
に
入
れ
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
入
料
減
免
制
度
に
該

当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
加

入
申
込
書
郵
送
時
に
同
封
す
る
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

見
積
り
と
工
事
は
、
ご
指
定
の
電

気
店
が
行
い
ま
す
が
、
見
積
書
等
に

は
「
南
あ
わ
じ
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

宅
内
工
事
業
組
合
」
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
組
合
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
材
料
や
部
品
を
共
同
購
入

に
よ
っ
て
、
大
量
に
安
く
仕
入
れ
、

宅
内
工
事
費
を
低
く
抑
え
な
が
ら
一

定
水
準
以
上
の
工
事
技
術
を
保
ち
、

宅
内
工
事
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
食
料
品

や
生
活
物
資
の
供
給
、
倒
壊
し
た

建
築
物
の
除
去
作
業
な
ど
の
応
急

業
務
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、
市

内
の
大
型
量
販
店
等
六
店
と
南
あ

わ
じ
市
安
全
協
力
会
と
の
間
に
そ

れ
ぞ
れ
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
を
結
ん
だ
ジ
ャ
ス
コ
南
淡

路
店
、
イ
ズ
ミ
ヤ
南
淡
店
、
リ
ベ

ラ
ル
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
三
原

店
・
市
店
、
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン
タ
ー

西
淡
店
、
西
淡
ま
ち
つ
く
り
会
社

と
は
、
災
害
発
生
時
に
市
か
ら
の

要
請
に
応
じ
物
資
等
の
供
給
や
駐

車
場
を
被
災
者
の
避
難
場
所
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
平
常

時
の
防
災
啓
発
な
ど
に
協
力
す
る

と
い
う
も
の
。ま
た
、土
木
・
建
築
・

舗
装
工
事
を
行
う
業
者
の
有
志
で

組
織
す
る
南
あ
わ
じ
市
安
全
協
力

会
と
の
協
定
に
つ
い
て
は
、
人
命

救
助
や
道
路
交
通
網
の
確
保
の
た

め
に
倒
壊
し
た
建
築
物
等
の
除
去

作
業
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

七
月
二
十
八
日
、
市
長
室
で
協

定
の
締
結
式
が
行
わ
れ
、
中
田
市

長
か
ら
「
南
あ
わ
じ
市
は
南
海
地

震
を
は
じ
め
、
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
る
危
険
性
が
高
い
。
皆
さ
ま

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

　

終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五
日
、

政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
合
わ
せ
て
、
戦
没
学
徒
記
念

若
人
の
広
場
（
阿
万
大
見
山
）
で

戦
没
学
徒
追
悼
献

花
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
田
勝
久

市
長
や
中
村
三
千

雄
市
議
会
議
長
ら

十
二
人
が
献
花
し

て
戦
没
者
の
霊
を

慰
め
ま
し
た
。

　

式
典
は
同
広
場

の
慰
霊
塔
の
前
で

行
わ
れ
、
正
午
か
ら
一
分
間
の
黙

と
う
の
後
、
白
布
を
敷
い
た
台
の

上
に
一
人
ひ
と
り
が
白
菊
を
供
え

ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
「
痛
ま
し
い
戦
争

か
ら
六
十
一
年
が
過
ぎ
、
心
か
ら

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
日

を
契
機
に
平
和
を
再
認
識
し
、
尊

い
命
に
敬
意
と
誠
を
さ
さ
げ
ま

す
」
と
述
べ
恒
久
平
和
を
誓
い
ま

し
た
。

慰
霊
塔
の
前
で
の
献
花
式

市
内
の
量
販
店
、
安
全
協
力
会
と

災
害
時
等
に
お
け
る
協
定
を
締
結

▲中田市長と握手を交わす市内の量販店・安全協
　力会代表者ら

防
災
意
識
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

若
人
の
広
場
で
献
花
式

戦
没
学
徒
を
追
悼

緑・南淡地区
ケーブルテレビの加入予約はお済みですか

　今月末までに申込むと
　　基本使用料１年間免除

９
月
30
日
ま
で
が

　
特
別
加
入
促
進
期
間

　

緑
・
南
淡
地
域
に
お
い
て
、
引

込
工
事
（
電
柱
か
ら
軒
下
ま
で
の

ケ
ー
ブ
ル
工
事
）
を
効
率
よ
く
行

う
た
め
に
は
、
多
く
の
方
に
早
期

加
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
特
別
加
入
促
進
期
間

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
９
月
30
日
ま
で
に
加
入

予
約
を
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
平

成
20
年
４
月
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

本
放
送
開
始
か
ら
基
本
サ
ー
ビ
ス

使
用
料
（
月
額
１
５
７
５
円
）
を

１
年
間
免
除
す
る
制
度
で
す
。

　

申
込
み
は
、
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
連
絡
所
等
に
備
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
10
月

以
降
の
加
入
申
込
み
で
は
、
こ
の

制
度
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
、
借
家
は
大
家
（
所
有
者
）
か
ら

の
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
宅
内
工
事

の
見
積
り

　

予
約
申
込
書
で
指
定
い
た
だ
い

た
電
気
店
が
順
次
、
宅
内
工
事
の

緑・南淡地域

ケーブルテレビ加入予約状況
　　　（平成18年８月 24日現在）

加入者数 ５，９５５件

加 入 率 ７０％

※加入率は H17 年国勢調査

の世帯数で算出。西淡・三原

地域の加入率は88％

保安器

引込ケーブル

ケーブル電話機

ブースター

テレビ

テレビ

分配器

ＣＡＴＶ伝送路

配電線

テレビ

×

既存のBS・CSアンテナは、
そのまま使うこともできます

音声告知端末機

アンテナは不要となります

引込工事 宅内工事

用語解説 　

◆保安器
ＣＡＴＶ施設と加
入者宅の接続点
◆音声告知端末機
ＣＡＴＶに接続
し、緊急放送・告
知放送サービス
や加入者間の通信
サービス（電話・
ＦＡＸ）等を可能
とするための端末
◆分配器
加入者宅内に送ら
れてきた信号を各
設備に分配するた
めの機器
◆ブースター（増
幅器）
テレビ電波を強め
るための機器

　

近
年
、
日
本
全
国
で
台
風
や
地
震
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
各
地
で
の
被
害
の
様
子
を
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
ご
覧
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
だ

か
ら
こ
そ
、
事
前
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

チェック項目 はい いいえ

１ 家具類の転倒防止や家具の配置、特に寝室の安全は十分にしている

２ スリッパや運動靴を準備し、懐中電灯を各人の寝室に配置している

３ 飲料水、保存食、燃料、電池など生活維持の備えは十分。定期的に
点検や取替え、補充をしている

４ 年寄りや乳幼児がいるので、避難に備えて車椅子やベビーカーの搬
送用具を用意している

５ 集合住宅なので、玄関ドアをすぐに開ける習慣をつけている。玄関
や避難路に物を置かないようにしている

６ 家族とはときどき、地震のときの自宅や外出先、学校での行動を話
し合い、心構えを確かめている

７ 大地震には余震の大揺れがあるので、外に避難した際ブロック塀の
倒壊、崖くずれなどの危険を認識している

８ 負傷している家族がいても、火の始末や消火作業を優先することに
している

９ 勤め先や学校、外出先などにいる家族の身の安全（避難先）、また
連絡方法（安否確認）、帰宅方法をみんなで把握している

10 隣近所や自治会・自主防災会との協力、防災訓練への参加など地域との関係は重要だと認識している
※　「はい」の数が多いほど防災意識が高いことを意味します

やってみよう「防災意識」チェック



平成18年 事業所・企業統計調査
これからの日本を考える基礎になります。
10月１日事業所・企業統計調査を実施します。

　この調査は商店や工場、営
業所、事務所、銀行、旅館、
学習塾、寺院、病院など、す
べての事業所が対象となる大
規模な統計調査です。

　統計調査の結果は国や都道府県、市区町村などがこれからの行政
を考える重要な基礎資料として活用されます。
　９月下旬から各事業所に「調査員証」を携行した調査員がお伺い
し、調査票の説明と共に調査票へのご記入をお願いします。どうぞ
ご協力をお願いいたします。

調査は日本全国すべての事業所が対象です。

総務省統計局・兵庫県・南あわじ市

お知らせ

9 8

お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

不
法
投
棄
や
野
焼
き
は
犯
罪
で
す

◆
対
象
者
と
請
求
方
法

▽
小
学
校
４
年
生
の
保
護
者
（
平

成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　
　

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
受

給
し
て
い
た
方
は
手
続
き
不

要
。
そ
れ
以
外
の
受
給
資
格
が

あ
る
方
は
、
認
定
請
求
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す

▽
小
学
校
５
・
６
年
生
が
い
る
保

護
者
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

①
現
在
、
受
給
し
て
い
な
い
方

は
、
認
定
請
求
書
を
提
出

②
受
給
し
て
い
る
方
は
、
額
改

定
請
求
を
提
出

▽
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
な

ど
を
受
給
し
て
い
な
い
方

　
　

所
得
制
限
限
度
額
の
引
き
上

げ
に
よ
り
、
新
た
に
受
給
可
能

と
な
っ
た
方
は
、
認
定
請
求
書

を
提
出
（
下
表
参
照
）。

　
　

た
だ
し
、
改
正
前
の
制
度
で

申
請
で
き
た
方
が
改
正
後
に

申
請
し
た
場
合
は
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
受
給
で
き
ま
せ
ん

◆
支
給
月
額

▽
第
１
・
２
子　

月
額
５
千
円

▽
第
３
子
以
降　

月
額
１
万
円

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

街
の
空
き
地
や
道
路
沿
い
、
河

川
等
に
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
街
が
ゴ
ミ
箱
と

な
り
、
美
し
い
淡
路
島
の
イ
メ
ー

ジ
が
損
な
わ
れ
、
観
光
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。ま
た
、

河
川
内
の
ゴ
ミ
は
、
河
川
災
害
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
黒
煙
等
の
発
生
や
、

煙
突
以
外
か
ら
煙
が
出
る
焼
却

炉
・
ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
に
つ
い

て
も
野
焼
き
と
同
様
に
み
な
さ
れ

ま
す
。

　

美
し
い
島
を
守
る
た
め
、
み
ん

な
の
力
で
不
法
投
棄
や
野
焼
き
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
・
野
焼
き
は
、
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
、

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
罰

則
が
あ
り
ま
す
。

問
淡
路
県
民
局
環
境
課
☎
26
・

２
０
７
１
、
生
活
環
境
課
☎

43
・
５
０
２
４

児
童
手
当
が
拡
充　
認
定
請
求
の
手
続
き
は
９
月
30
日
ま
で

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
か
ら
小

学
校
修
了
前
ま
で
に
拡
大
、
所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
対
象
と
な
る
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請
求
書
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
手
続
き
は
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
４
月
１
日
（
ま
た

は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

所得制限限度額の改正内容
扶養親族

等の人数

自営業者

（国民年金加入者）

サラリーマン

（厚生年金等加入者）

0人 460万円 532万円
1人 498万円 570万円
２人 536万円 608万円
３人 574万円 646万円
４人 612万円 684万円

敬
老
会
の
開
催

▽
日
時　

９
月
18
日
（
月
・
敬
老

の
日
）
午
前
10
時
〜

▽
場
所

・
緑
市
民
セ
ン
タ
ー
（
緑
地
区

に
住
民
票
の
あ
る
方
）

・
御
原
中
学
校
体
育
館
（
西
淡

地
区
に
住
民
票
の
あ
る
方
）

・
三
原
健
康
広
場
体
育
館
（
三

原
地
区
に
住
民
票
の
あ
る
方
）

・
文
化
体
育
館
（
南
淡
地
区
に

住
民
票
の
あ
る
方
）

▽
対
象
者　

市
内
に
住
民
票
の
あ

る
方
で
、
９
月
15
日
現
在
で
70

歳
以
上
（
昭
和
11
年
９
月
16
日

長
寿
福
祉
の
商
品
券
を

　
　
　
　
　
贈
り
ま
す

▽
対
象
者　

９
月
15
日
現
在
、
市

内
に
住
民
票
の
あ
る
方
で
大

正
15
年
９
月
16
日
以
前
生
れ

の
方

▽
支
給
額　

３
０
０
０
円
分
の
南

あ
わ
じ
市
ふ
れ
あ
い
振
興
商

品
券
（
一
律
）

▽
支
給
方
法　

９
月
初
旬
に
対
象

者
へ
郵
送

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

以
前
生
ま
れ
）

▽
内
容　

祝
典
（
午
前
）、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
（
午
後
）

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る

　
　
　
都
市
計
画
（
案
）
の
公
告
お
よ
び
図
書
の
縦
覧

　

西
淡
都
市
計
画
下
水
道
に
お
い

て
松
帆
湊
処
理
区
を
追
加
し
、
南

淡
都
市
計
画
下
水
道
に
お
い
て
賀

集
お
よ
び
福
良
処
理
区
の
排
水
区

域
を
一
部
追
加
す
る
た
め
、
都
市

計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る
都
市

計
画
（
案
）
の
公
告
お
よ
び
図
書

の
縦
覧
を
し
ま
す
。

▽
公
告
日　

９
月
１
日
（
西
淡
庁

舎
掲
示
板
）

▽
縦
覧
期
間　

９
月
1
日
〜
15
日

▽
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

▽
縦
覧
図
書　

西
淡
都
市
計
画
下

水
道
お
よ
び
南
淡
都
市
計
画

下
水
道
の
変
更
計
画
書
（
案
）

▽
排
水
区
域　

松
帆
湊
処
理
区

（
松
帆
古
津
路
・
慶
野
・
北
浜
・

櫟
田
・
北
方
・
塩
浜
・
江
尻
・

　

山
林
周
辺
で
鹿
・
猪
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
地
元
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
次
の
日
程
で

猟
友
会
に
よ
り
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ

る
鹿
・
猪
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

捕
獲
期
間
は
山
林
周
辺
へ
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

▽
地
区　

中
筋
、
徳
原
、
中
山
、

伊
加
利
、
志
知
、
八
木
、
神
代
、

賀
集
、
北
阿
万
、
阿
万
、
灘

▽
期
間　

９
月
１
日
〜
29
日

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

有
害
鳥
獣
の
捕
獲　
山
林
周
辺
は
ご
注
意
を

高
屋
・
脇
田
・
戒
旦
寺
・
志
知

川
・
西
路
、
湊
東
・
浜
・
港
・
西
・

里
下
・
里
上
の
追
加
）、
賀
集

処
理
区
（
賀
集
東
山
の
一
部
区

域
の
追
加
）、福
良
処
理
区
（
南

淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
休

暇
村
南
淡
路
、
南
淡
路
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
の
区
域
の
追
加
）

※
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
は
地
図

を
掲
載
し
て
い
ま
す

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

秋の交通事故防止運動
９月21日～ 30日の10日間
◆運動重点
（１）夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用
　　中の交通事故防止
（２）ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ･ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄの正しい着用の徹底　

南あわじ市交通対策協議会

収穫体験

ピーマン 10月下旬まで

ナス 10月下旬まで

◆開園時間＝ 9:00 ～ 18:00   ◆入園料＝大人 800円／小人 400円  ◆電話＝ 43-2626

園内では動物・植物とのふれあいを楽しめます

　イングランドの丘を市内外の人にＰＲ
し、イベントを盛りあげるサポーターを募
集しています。入場料が平日・土曜日は無
料、日曜・祝日は半額となるパスポートを
発行します。問商工観光課☎37-3012

市民サポーター受付中
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
誘
う

「
ラ
ビ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
」

▲河川に捨てられたゴミ
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各
種
大
会
結
果　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

今
月
の
表
紙
は
沼
島
の
盆
踊
り
。
夜

９
時
頃
か
ら
始
ま
る
た
め
、
帰
る
船
便

が
な
い
の
で
、
泊
り
が
け
の
取
材
と
な

り
ま
し
た
。

　

日
に
日
に
成
長
し
て
い
る
の
が
分
か

る
愛
し
の
ベ
ビ
ー
（
３
か
月
）
と
嫁
に

別
れ
を
告
げ
、
お
泊
り
セ
ッ
ト
の
入
っ

た
リ
ュ
ッ
ク
と
カ
メ
ラ
バ
ッ
ク
、
三

脚
、
脚
立
を
車
に
積
み
夕
方
に
出
発
。

灘
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
は

お
盆
で
帰
省
し
た
人
た
ち
の
車
で
あ
ふ

れ
か
え
り
満
車
。
し
か
た
な
く
灘
連
絡

所
に
車
を
と
め
、重
い
荷
物
を
担
い
で
、

徒
歩
で
船
着
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
お
盆
の
時
期
は
沼

島
の
人
口
は
３
倍
に
膨
れ
上
が
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

数
年
前
の
イ
ベ
ン
ト
で
沼
島
の
盆
踊

り
を
初
め
て
知
り
、
頭
を
包
ん
だ
花
笠

を
か
ぶ
っ
た
人
た
ち
の
姿
と
、
聞
い

た
こ
と
が
な
い
音
頭
が
、
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。
取
材
前
に
沼
島
地

区
公
民
館
長
に
話
し
を
伺
う
と
、
花
笠

は
重
た
く
、
踊
り
手
が
す
ぐ
に
暑
く
な

る
の
で
、
着
用
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
５

名
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
着
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

踊
り
場
で
は
老
若
男
女
が
思
い
思
い

の
服
装
で
輪
に
な
っ
て
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。
見
て
も
ら
う
踊
り

と
い
う
よ
り
参
加
す
る
踊
り
と
い
っ
た

感
じ
で
し
た
。
し
か
し
独
特
の
音
頭
と

踊
り
、
見
ご
た
え
十
分
で
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
卓
）

ら

か

室

集

編

法
務
局
三
原
出
張
所
が
統
合

　

神
戸
地
方
法
務
局
三
原
出
張
所

が
10
月
16
日
（
月
）
を
も
っ
て
、

同
洲
本
支
局
へ
統
合
し
ま
す
。

　

統
合
に
伴
い
、
三
原
出
張
所
で

取
り
扱
っ
て
い
た
登
記
事
務
は
、

同
日
か
ら
洲
本
支
局
に
お
い
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
扱
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
ご
厚
情
に
対

し
、心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

問
神
戸
地
方
法
務
局
総
務
課
☎

０
７
８
・
３
９
２
・
０
４
６
１
、

洲
本
支
局
☎
22
・
０
４
９
７

▲統合される法務局三原出張所

◆
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
・

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
７
月
28

日
、
諭
鶴
羽
ダ
ム
周
辺
）

①
あ
み
し
ょ
う
な
（
賀
集
小
）
②
ス
ー

パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
（
同
）
③
ミ

ウ
ラ
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
福
良
小
）

◆
全
国
サ
ン
ド
ア
ー
ト
コ
ン
テ

ス
ト
（
７
月
30
日
、
阿
万
海
岸
海
水
浴

場
）

【
最
優
秀
賞
】
洲
本
実
業
高
校
美
術
部
【
優

秀
賞
】
三
原
高
校
美
術
部
、
洲
本
高
校

美
術
部
、
津
名
高
校
美
術
部
、
三
原
中

学
校
郷
土
部
、
加
古
川
グ
ル
ー
プ
【
ユ

ニ
ー
ク
賞
】
淡
路
信
用
金
庫
阿
万
支
店
、

三
原
高
校
チ
ー
ム
、
広
田
中
学
校
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
、
マ
リ
ッ
チ
ブ
ル
ー
（
南

あ
わ
じ
市
）、
チ
ー
ム
徹
（
洲
本
市
）

◆
カ
ブ
ト
ム
シ
日
本
最
強
決
定

戦
！
南
あ
わ
じ
市
大
会
（
８
月
６

日
、
文
化
体
育
館
）

①
道
上
七
帆
・
榎
列
小
（
か
ぶ
と
丸
）

②
仲
野
峻
右
・
上
海
日
本
人
学
校
（
び
ー

ど
ろ
）
③
菊
川
裕
大
・
湊
小
（
コ
ロ
）

※
（　

）
は
カ
ブ
ト
虫
名

◆
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
７
月
23
・
26
・
27
・
30
日
、
三

原
健
康
広
場
）

【
男
子
】
①
華
愁
會
②
ヤ
ン
キ
ー
ズ
③
ツ

ア
ー
ズ
、
三
条
ハ
ス
ラ
ー
ズ
【
女
子
】

①
南
淡
②
西
淡
③
緑
④
三
原

◆
全
淡
ち
び
っ
子
相
撲
大
会
（
７

月
23
日
・
三
原
中
学
校
）

【
団
体
】
①
塩
田
Ａ
②
八
木
Ａ
③
榎
列
Ａ

【
小
学
６
年
】
①
福
岡
翔
輝
（
八
木
）
②

柏
木
健
太
（
榎
列
）
③
谷
畑
元
規
（
塩
田
）

【
小
学
５
年
】
①
福
谷
魁
人
（
塩
田
）
②

小
原
幹
也
（
同
）
③
喜
多
優
斗
（
安
乎
）

【
小
学
４
年
以
下
】
①
中
田
裕
也
（
志
筑
）

②
徳
井
聖
真
（
賀
集
）
③
木
田
子
龍
（
同
）

◆
三
原
地
域
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
（
７
月
14
・
15
日
、
三
原
健
康

広
場
）

【
団
体
】
①
福
永
A
②
寺
内
A
③
寺
内
B

【
男
子
個
人
】
①
上
田
保
②
松
本
亘
③
吉

田
昌
栄
【
女
子
個
人
】
①
山
野
し
づ
子

②
藤
江
澄
子
③
田
渕
セ
イ
子

◆
三
原
地
域
ふ
れ
あ
い
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
８
月
６
日
、
三
原
健

康
広
場
他
）

【
１
部
】
①
市
え
び
す
②
上
幡
多
③
福
永

ぞ
う
、
喜
来
【
２
部
】
①
籠
池
②
下
幡

多
③
浦
壁
、
松
田

◆
新
成
人
ひ
ま
わ
り
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
（
表
彰
式
８
月
20
日
、
西
淡
庁

舎
）

【
最
優
秀
賞
】
興
津
佳
代
（
津
井
）【
優

秀
賞
】
西
久
保
早
希
（
伊
加
利
）、
岸
上

直
生
（
阿
万
）【
佳
作
】
阿
部
進
（
阿
万
）、

北
野
有
規
（
榎
列
）、濱
口
裕
記
子
（
松
帆
）

★
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
は
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す

★
こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
情
報
課
（
☎
43
・

　

５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）
ま
で

第
23
回

淡
路
民
謡
祭
の
開
催

▽
日
時　

９
月
３
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

淡
路
ア
ソ
ン
ブ
レ
ホ
ー

ル
（
淡
路
市
岩
屋
）

▽
内
容　

島
内
の
郷
土
芸
能
、
民

謡
（
民
舞
）
グ
ル
ー
プ
40
団
体

に
よ
る
舞
台
発
表

▽
南
あ
わ
じ
市
か
ら
の
出
演
団
体

　
　
　
　
　
　
（
数
字
は
出
演
順
）

　

④
稲
田
南
郷
土
芸
能
子
供
教
室

（
郷
土
芸
能
）
⑦
三
味
線
同
好

会
（
三
味
線
）
⑩
民
謡
み
ど
り

会
（
歌
）
⑫
菊
の
会
（
踊
り
）

⑮
広
田
小
学
校
郷
土
芸
能
部

（
郷
土
芸
能
）
㉕
菊
の
会
（
踊

り
）
㉖
賀
集
婦
人
会
（
郷
土
芸

能
）
㉘
民
謡
み
ど
り
会
（
歌
）

㉙
寿
会
（
踊
り
）
㉚
五
尺
踊
保

存
会
（
郷
土
芸
能
）
36
華
名
会

（
三
味
線
・
歌
）

▽
入
場
料　

無
料

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

 固定資産税 ３期　

   の納付は10月２日（月）
                    までにお願いします

◆口座振替による
　自動振込のご利用を

　　納税には、安全、便利、確実な

　「口座振替自動払込」のご利用を

　推奨します。

　　申込用紙は各金融機関または市

　役所総合窓口にあります。

   　　        問税務課　☎43-5022

‐淡路島を美しく‐

淡 路 全 島
一斉清掃の日
みんなで参加しましょう！

９月24日（日）午前８時～ 10時
　のじぎく兵庫

国体開催に向け

て秋の一斉清掃

を実施します。

　道路、河川、

公会堂、公園、

観光地などを美

しくしましょう。

問生活環境課☎ 43-5024

10
月
16
日
か
ら
洲
本
支
局
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
助
成

　
　
　
　
　
　
実
施
団
体
を
募
集

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
19
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
住
民
が
自
主
的
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ

く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
直
接
必
要
な
施
設
ま
た
は

設
備
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
事
業
実
施
主
体　

市
区
町
村
、

自
治
会
・
町
内
会
等

▽
助
成
対
象
事
業　

原
則
と
し
て

下
記
表
（
参
考
例
）
に
示
す
施

設
ま
た
設
備
の
整
備
に
関
す

る
事
業
。
た
だ
し
、
事
業
採
択

に
限
り
が
あ
り
ま
す

▽
募
集
期
限　

９
月
29
日
（
金
）

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

№ 区分 施設または設備

１
生活環境の清潔、静かさ、
美観の維持等

芝刈機、公衆便所、除雪機等

２ 健康の管理・増進 トレーニング用具、健康管理器具等

３
交通安全、防犯その他の
生活安全の確保の推進

防犯灯、自転車駐輪場等

４
お祭り、運動会、ピクニッ
クその他コミュニティ事業

太鼓、御輿、山車、法被、テント、組
立式ステージ、各種用具等

５ 文化・学習活動
視聴覚機器、調理用機器、天体望遠鏡、
イス・テーブル等

６
体育・レクリエーション
活動

各種スポーツコート・グランド等整備、
照明施設、スポーツ用具、遊具、サイ
クリング車、簡易倉庫、収納庫、コミュ
ニティ公園・広場等整備

７ その他 コミュニティ掲示板、屋外放送設備等

一般コミュニティ助成事業　参考例

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
５
分
間
、

大
切
な
人
を
救
え
ま
す
か
？
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

「
空
白
の
５
分
間
」

　

救
急
の
分
野
で
は
、「
空
白
の

５
分
間
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
救
急
隊
が
事

故
現
場
ま
で
到
着
す
る
ま
で
の
平

均
時
間
（
全
国
平
均
６
・
７
分
、
淡

路
平
均
７
・
13
分
）
の
こ
と
で
す
。

　

救
命
に
対
し
て
、
と
て
も
効
果

を
あ
げ
る
の
が
、
こ
の
空
白
時
間

に
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、

心
肺
蘇
生
法
等
の
応
急
手
当
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
等
に

つ
い
て
、
知
り
た
い
と
き
は
？

　

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

aw
aji1
1
9
.jp

）
に
応
急
手
当
や

心
肺
蘇
生
法
等
に
つ
い
て
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
習
や
啓
発
運
動
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
０
１
１
９

▲稲田南郷土芸能子供教室に
　よる郷土芸能「机くづし」



広報 

　

ま
た
、
八
月
十
七
日
〜
二
十
日
、

愛
媛
県
伊
予
市
で
行
わ
れ
た
06
マ

ド
ン
ナ
カ
ッ
プ
in
伊
予
市
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
大
会
に
原
口
望
・
杉
本
弥

奈
美
チ
ー
ム
（
三
原
高
校
）
が
準

優
勝
。
中
野
沙
也
香
・
原
田
明
美

チ
ー
ム
（
同
）
と
宮
本
温
子
・
古

川
育
美
チ
ー
ム
（
志
知
高
校
）
が

ベ
ス
ト
８
に
入
り
ま
し
た
。

　

窪
田
真
也

く

ん
（

福

良
小
五
年
）、

近
野
紗
希
さ

ん
（
広
田
小

五
年
）
近

野
愛
実
さ

ん
（

同

四

年
）
が
「
第

二
十
九
回
全

国
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水

泳
大
会
」（
八
月
二
十
五
日
：
東
京

辰
巳
国
際
水
泳
場
）
に
出
場
し
ま

し
た
。
三
人
と
も
二
百
メ
ー
ト
ル

個
人
メ
ド
レ
ー
で
出
場
。

　

三
原
中
学
校
の
高
田
司
く
ん
、

南
聖
也
く
ん
、
斉
藤
佑
弥
く
ん
、

中
川
聖
士
く
ん
、
高
田
巧
く
ん
が

「
第
五
十
五
回
近
畿
中
学
校
総
合
体

育
大
会
相
撲
競
技
」（
八
月
十
日
：

滋
賀
県
立
武
道
館
）
に
出
場
し
ま

し
た
。

1213

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

南
あ
わ

じ
市
志
知

出
身
の
山

口
敬
史
さ

ん
が
七
月
一
日
、
モ
ス
ク
ワ
で
開

催
さ
れ
た
世
界
美
容
理
容
選
手
権

大
会
の
個
人
戦
で
優
勝
し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
現
在
、
東
京
都
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

八
月
十
一
日
〜
十
四
日
、
大
阪

府
阪
南
市
で
行
わ
れ
た
第
五
回
全

日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男

子
選
手
権
に
喜
田
梓
・
南
尚
吾
チ
ー

ム
（
三
原
高
校
）
が
出
場
し
、
準

優
勝
。 お

め
で
と
う

絵
本
作
家
（
梅
田
俊
作
・
佳
子
先
生
）
と
遊
ぼ
う

絵
本
作
家
か
ら
創
作
活
動
の
楽
し
さ
を
学
ぶ

　

親
子
で
創
作
活
動
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
八
月
六
日
、「
絵

本
作
家
（
梅
田
俊
作
・
佳
子
先
生
）

と
遊
ぼ
う
」
が
南
淡
図
書
館
で
行

わ
れ
、
親
子
ら
三
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
同
館
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
会
ピ
ノ
キ

オ
（
楓
る
み
子
代
表
）」
と
交
流

の
あ
っ
た
絵
本
作
家
の
梅
田
先
生

を
招
い
て
、
開
館
当
初
か
ら
毎
年

一
回
、開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。

今
回
は
「
夢
舞
台
を
作
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
約
三
十
㎝
×
四
十
五

㎝
の
木
製
の
枠
の
中
に
、
木
屑
や

落
葉
、
布
、
絵
具
な
ど
を
使
っ

て
、
参
加
者
が
頭
の
中
で
思
い
描

く
「
夢
舞
台
」
を
組
み
立
て
る
工

作
を
し
ま
し
た
。

　

約
二
時
間
か
け
て
作
っ
た
作
品

に
は
「
海
底
の
世
界
」
や
「
宇
宙

か
ら
見
た
地
球
」
な
ど
個
性
的
な

作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

梅
田
俊
作
先
生
は
「
絵
本
づ
く

り
は
、
自
分
の
体
の
中
に
た
ま
っ

て
い
る
考
え
や
思
い
を
形
に
す
る

こ
と
が
で
き
、す
っ
き
り
し
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
や
他
人
が
ど
う
考
え

▲絵本づくりに挑戦する参加者

2006.9.1発行

「
あ
そ
び
塾
」「
１
０
０
円
塾
」
に
子
ど
も
千
六
百
人
が
参
加

い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
た
夏
休
み

山
口
敬た

か

し史
さ
ん
が

理
容
五
輪
で
金
メ
ダ
ル

人
た
ち
な
ど
と
ふ
れ
あ
っ
て
も
ら

お
う
と
、市
教
育
委
員
会
で
は「
あ

そ
び
塾
」
や
「
１
０
０
円
塾
」
を

開
催
。
両
講
座
合
わ
せ
て
、
延
べ

約
千
六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
あ
そ
び
塾
」
で
は
市
内
で
海

洋
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
ミ
ス
テ

リ
ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
（
肝
だ
め

し
）
を
し
た
り
、
ま
た
島
外
に
出

て
い
る
か
も
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」
と
参
加
者
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

▲100円塾（アイスキャンデーづくり）

水
泳
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
に
出
場 ▲上段左から中野、原田、中田市長、南、喜田、古川

　下段左から原口、杉本、宮本 （８月３日激励会にて）

カブトムシ日本最強決定戦！
南あわじ市大会丸太の土俵で熱いバトル

　丸太の土俵上でカブトムシを戦わせる「カブトムシ日本最強決定

戦！」（南あわじ市子どもの居場所づくり推進協議会主催）が８月６日、

文化体育館で行われ、小学生 150人が参加しました。

　このイベントは、親子で夏休みの思い出をつくり、生き物の大切さ

を学んでもらおうと、昨年に引き続き開催したもの。大会には、近く

の山でお父さんと一緒に捕まえたカブトムシや外国産の高価なものな

どが入り混り、熱戦が繰り広げられました（11頁に大会結果）。
▲カブトムシの戦いに声援を送る子どもたち

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継
者
団
体
発
表
会

伝
統
の
技
を
披
露

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
受
け
継
ぐ

団
体
に
よ
る
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

後
継
者
団
体
発
表
会
」
が
八
月
五

日
、
三
原
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

七
団
体
の
二
百
人
が
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

五
百
年
の
歴
史
を
誇
る
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
の
保
存
伝
承
を
支
援
す

る
淡
路
人
形
協
会
が
主
催
し
、
今

年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

市
立
市
小
学
校
、
三
原
、
南
淡

両
中
学
校
、
県
立
三
原
高
校
、
福

井
子
供
会
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
青

年
研
究
会
に
加
え
、
今
年
は
新
た

に
洲
本
市
立
堺
小
学
校
が
出
演
し

ま
し
た
。

　

会
場
入
口
付
近
に
は
出
演
団
体

の
の
ぼ
り
が
立
ち
、
ロ
ビ
ー
に
は

児
童
ら
に
よ
る
絵
画
や
練
習
風
景

の
写
真
、
人
形
の
頭
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

▲浄瑠璃語りを披露する市小学校郷土文化部淡
路
人
形
座
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

視
点
を
変
え
て
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
魅
力
再
発
見

　

伝
統
芸
能
・
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、

淡
路
人
形
座
で
は
、
夏
休
み
の
中

の
子
ど
も
や
親
子
を
対
象
に
し
た

「
淡
路
人
形
座
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

ツ
ア
ー
」
を
十
五
日
間
開
催
し
、

延
べ
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
定
期
公
演
「
傾
城
阿

波
鳴
門
順
礼
歌
の
段
」
を
鑑
賞

し
、
人
形
・
太
夫
・
三
味
線
に
つ

い
て
の
解
説
を
受
け
た
あ
と
、
舞

台
裏
に
移
動
。
百
年
以
上
も
使
い

続
け
て
い
る
貴
重
な
道
具
類
や
舞

台
の
し
か
け
な
ど
を
見
て
回
り
、

参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に
眺
め
た

り
、
写
真
に
と
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

　

見
学
後
は
、
参
加
者
が
公
演
の

一
場
面
を
演
じ
る
体
験
教
室
が
行

わ
れ
、
人
形
遣
い
と
太
夫
の
パ
ー

ト
に
分
か
れ
て
指
導
を
受
け
た
あ

と
、
実
際
に
演
じ
ま
し
た
。

　

七
月
三
十
日
、
家
族
で
こ
の
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
西
谷
耕
平
さ
ん

（
津
名
中
三
年
）
は
「
小
道
具
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
長
い
時
間
を
か

け
て
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
歴
史
を
感
じ
た
。
奥
ゆ

か
し
い
感
じ
が
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲淡路人形浄瑠璃館の舞台裏を見学する参加者

▲山口さん

て
富
士
山
登
山
や
四
万
十
川
で
川

遊
び
な
ど
を
し
て
、
多
種
多
様
な

三
十
八
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日

に
は
春
日
寺
（
阿
那
賀
）
で
「
一

泊
住
職
体
験
」
を
実
施
。
瀬
尾

泰
澄
住
職
の
指
導
の
元
、
十
人
が

瞑
想
を
体
験
し
た
り
、
精
進
料
理

を
調
理
し
た
り
し
て
、
普
段
で
は

味
わ
え
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

（
二
十
一
頁
に
関
連
記
事
）。

　
「
１
０
０
円
塾
」
は
、
工
作
や

実
験
な
ど
を
体
験
す
る
講
座
で
、

参
加
料
と
し
て
材
料
費
の
一
部
と

し
て
一
回
百
円
を
参
加
者
が
負
担

し
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
に
は
全

五
日
間
開
催
し
、
八
木
公
民
館
で

は
十
八
人
、
志
知
公
民
館
で
は
九

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
デ
ー
作
り
、
浮
き
沈
み
実
験
、

て
っ
ぽ
う
作
り
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
、
自
然
や
文
化
、
地
域
の
大

▲あそび塾（一泊住職体験）

▲淡路人形かしら展

高
校
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
全
国

大
会
で
大
健
闘
（
敬
称
略
）

三
原
中
学
校
が
近
畿
中
学

総
体
・
相
撲
に
出
場

▲近野紗希さん ▲窪田くん▲近野愛実さん
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　７月 28日、「みどりどんとこい夜店」（同実行委員会主催）が

緑市民センターで開催されました。浴衣姿の親子連れら約1,200

人が詰め掛け、野外特設ステージで行われた和太鼓の演奏や歌謡

コンサートなど鑑賞。また餅つきや豪華商品があたるビンゴゲー

ム大会なども行われました。

　この祭りは平成８年から続く恒例行事。実行委員は「毎年楽し

みにしてくれている人がいる。今年も多くの笑顔が見られてよ

かった」と話していました。

　海水浴場の砂で造形を作る「第９回全国サンドアートコンテス

ト」（同実行委員会主催）が７月 30日、阿万海岸海水浴場で行われ、

島外からの参加６グループを含む合計 18グループ約 200 人が競

技を楽しみました。

　参加者はあらかじめ準備された、縦横４ｍ高さ２ｍの砂盛に、バ

ケツに汲んだ海水をかけて固めながら、スコップとコテを使って、

造形を制作していきました。炎天下の作業だけあって水分補給をし

たり、海水浴などを楽しんだりしながら制作を進め、約５時間かけ

て完成。カメやタコ、くじら、淡路人形、はばタンなどの力作が砂

浜に並びました（11頁に結果）。

　倭文地区住民の交流を目的とした「第１回倭文ふれあい夏祭り」

が８月 13 日、倭文小学校グラウンドで開催され、住民約 800

人が手作りの祭りに参加しました。

　同地区区長会と老人会、ＰＴＡ、ボランティア団体などにより、

実行委員会を組織して祭りを計画。昼の部では、５集落の住民や

各種団体が金魚すくいや綿菓子、焼きそばなどの屋台を運営しま

した。夕方からは、和太鼓演奏や地元のアマチュアバンドが出演

する舞台、阿波踊りなど多彩に繰り広げられました。

　日本の快水浴場百選の特選に選ばれた慶野松原海水浴場で７

月 29 日、慶野松原花火大会（同実行員会主催）が開催されまし

た。2,800 発の花火が夜空を鮮やかに彩り、観光客や家族連れ約

15,000 人が光と音の競演を楽しみました。

　夕暮からのオープニングでは、はばタンダンスと砂浜の宝探しに

多くの子どもたちが参加し、楽しんでいました。和太鼓演奏や高校

生によるダンスも披露され、雰囲気を盛り上げました。

　午後８時 30分からの花火大会では砂浜の家族連れなどから、色

とりどりに広がる大輪の花火に歓声があがりました。家族や友人、

恋人へのメッセージ花火には 10組が応募し、感謝と幸せを願う気

持ちが披露されました。

夏のイベント 各地で開催
　夏を満喫してもらおうと、花火や盆

踊りなど様々なイベントが各地で行わ

れ、多くの人が楽しみました。

慶野松原花火大会

全国サンドアートコンテスト

倭文ふれあい夏祭り

みどりどんとこい夜店

福 良 夏 ま つ り
　「福良夏まつり」（同実行委員会主催）が８月 13・14 日に福

良湾周辺で開催され、大綱曳きと盆踊りが行われました。

　東西に分かれて長さ 300ｍの大綱を曳きあう「大綱曳き」では、

化粧まわし姿の男衆や地元の住民約 1500 人が、力水を浴びな

がら力いっぱいに綱を曳きました。東が勝てば豊作、西が勝てば

大漁になるといわれています。約５分ほど曳きあい、西が勝利を

収め、「大漁」を引き寄せました。

　盆踊りには、自治会や愛好者、同級生らで組織する阿波踊りや

よさこい踊りの 22連が参加。多くの観客が集まる３つの踊り場

や街中を練り歩きました。２日間にわたって、まちは人の熱気と

賑やかな鐘や太鼓の音に包まれました。

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
舞
台

▲慶野松原海水浴場で打ち上げられた花火

砂
の
造
形
づ
く
り
に
汗
を
流
す
参
加
者

▲元気な掛け声をあげながら福良の街中を回る踊り子たち

▲綿菓子の屋台（倭文ふれあい夏祭り）

▲和太鼓の舞台演奏（みどりどんとこい夜店）

▲掛け声を合わせて力いっぱい綱を曳きます
　　　　　　　　　（８月14日、慈眼寺前）

子
ど
も
も
綱
曳
き
に
ト
ラ
イ

綱
曳
き
前
に
獅
子
舞
を
披
露

　南あわじ市民まつり「南あわ

じ夢祭 2006」は 10 月号でお

知らせします。
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法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　12・26日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要
行政相談
◆内容　行政相談員による相談
◆日時　13日（水）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要
高齢者の総合相談
（法律相談）
◆日時　８・22日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830
テレビ電話による交通事故相談
◆日時　13日（水）10:30 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　19日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　25日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）

野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123
こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

９月の
　無料相談

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る

青
パ
ト
同
乗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
勤
務
内
容　

南
あ
わ
じ
市
実
施

の
青
パ
ト
へ
の
同
乗
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

▽
資
格
要
件　

３
か
月
以
上
の
継

続
乗
務
が
可
能
な
成
人
の
方
。

男
女
、
経
験
は
問
わ
な
い

▽
勤
務
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
特
定
曜
日
の
み
の
乗
務
も
可

能
）
午
後
２
時
〜
４
時

▽
勤
務
期
間　

10
月
１
日
〜
（
予
定
）

▽
応
募
期
限　

９
月
８
日
（
金
）

▽
応
募
方
法　

総
務
課
ま
た
は
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
備
付
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
し
同
窓
口
に
提
出

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

阿
那
賀
診
療
所
臨
時
看
護
師

▽
募
集
職
員　

看
護
師
職
員
（
臨

時
）
１
人

▽
応
募
資
格　

看
護
師
・
准
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
者

▽
雇
用
期
間　

10
月
１
日
〜
翌
年

３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
場
所　

阿
那
賀
診
療
所

▽
勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
賃
金　

月
額 
17
万
８
千
３
百

円
。
交
通
費
別
途
支
給
、
社
会

（
労
災
）・
雇
用
保
険
加
入

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
資

格
証
明
の
写
し
を
添
付
の
う

え
、
保
険
課
（
〒
６
５
６
―

０
１
９
２
南
あ
わ
じ
市
広
田

広
田
１
０
６
４
番
地
、
☎
44
・

３
０
０
３
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
▽
締
切
り　

９
月
15
日
（
金
）

神
戸
地
方
裁
判
所
洲
本
支
部
の

裁
判
員
制
度
説
明
会

▽
日
時　

９
月
22
日
（
金
）
午
後

３
時
〜
５
時

▽
場
所　

神
戸
地
裁
洲
本
支
部

▽
内
容　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

▽
定
員　

20
人
（
先
着
）

▽
申
込
み　

神
戸
地
裁
洲
本
支
部

☎
22
・
３
０
２
４

自 

衛 

官

▽
種
目　

予
備
自
衛
官
補

▽
募
集
資
格　

18
歳
以
上
34
歳
未

満
（
平
成
18
年
12
月
18
日
現

在
）
の
男
女

▽
受
付
期
限　

10
月
13
日
（
金
）

▽
試
験
日　

10
月
21
日
（
土
）
〜

23
日
（
月
）
の
う
ち
１
日

▽
試
験
種
目　

筆
記
試
験
、
口
述

試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

問
自
衛
隊
淡
路
募
集
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

平
成
19
年
度
・
第
61
回

「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語

　

テ
ー
マ
「
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
発
信
」
元
気
で
が

ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る

標
語
や
、
未
来
に
む
け
て
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

る
標
語
を
募
集
。

　

応
募
方
法
等
は
、
財
団
法
人

こ
ど
も
未
来
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.k
o
d
o
m
o
 

m
iraizaid

an
.o
r.jp
/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

市
・
県
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

　
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の

い
る
世
帯
等
は
、
26
万
8
千
円

以
下
）、
市
営
住
宅

▽
阿
那
賀
団
地
（
阿
那
賀
）

　

１
戸
、
Ａ
―
2
棟
１
０
１

号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
１
階
（
単
身

不
可
）、
阿
那
賀
（
南
・
中
・

北
栄
）
地
区
在
住
の
方
を
優

先
、
平
成
2
年
度
建
設
。
家

賃
月
額
１
万
９
千
４
百
円
〜

４
万
２
千
５
百
円
、
駐
車
場
１

台
月
額
２
千
５
百
円

◆
同
対
象
、
県
営
住
宅

▽
緑
広
田
鉄
筋
（
広
田
）

　

３
戸
、
３
０
１
・
４
０
１
・
４
０ 

３
号
、
３
Ｄ
Ｋ
（
３
人
以

上
）、
昭
和
54
年
度
建
設
。
家

賃
月
額
１
万
４
千
８
百
円
〜

３
万
２
千
６
百
円

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
上
対
象
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

▽
さ
く
ら
台
団
地　
（
賀
集
八
幡
南
）

　

２
戸
、
や
え
棟
１
―
２
号
・
３

―
２
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
２
階
、
単

身
不
可
、
平
成
10
年
度
建
設
。

家
賃
月
額
６
万
５
千
円
、
駐
車

場
１
台
月
額
２
千
５
百
円

◆
申
込
期
限　

９
月
15
日
（
金
）

◆
公
開
抽
選
会　

９
月
26
日（
火
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

講
演
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

▽
日
時　

９
月
６
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
（
入
場
無

料
）

▽
講
師　
「
清
紫
会
」
新
・
作
法

学
院
学
院
長　

近
藤
珠
實
氏

問
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
女
性
部

　

☎
42
・
４
７
２
１

南
あ
わ
じ
市
「
食
」
ま
つ

り
・
畜
産
共
進
会

▽
日
時　

10
月
７
日
・
８
日
午
前

９
時
30
分
〜

▽
場
所　

淡
路
島
牧
場
（
八
木
）

▽
内
容　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
牛
共

進
会
（
７
日
）
黒
毛
和
種
牛

さんちゃん市
◆日時　年中無休
　午前９時～午後６時
◆場所　ファームパーク
　イングランドの丘入口横
◆内容　野菜・果物・加工
　品を安値で販売
問さんちゃん市☎ 43-2882

しづおり朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時～11時 30分
◆場所　倭文まちづくりの丘
　（しづおり団地上）
◆内容　野菜・果物を安値
　で販売
問朝市事務局☎46-0301

うずしお朝市
◆日時　毎月第４日曜日
　午前９時～正午
◆場所　福良漁業協同組合
　（駐車場は旧福良中学跡地）
◆内容　魚介類など販売。
　500円毎にスピードくじ
問福良漁協☎52 -0064

幡多の朝市
◆日時　毎週日曜日
　午前８時30分～ 11時
◆場所　営農拠点センター
　横（榎列上幡多）
◆内容　野菜などを安値で
　販売
問事務局☎42-2047

共
進
会
（
８
日
）。
農
業
資
材
、

青
空
市
、
牛
乳
試
飲
、
淡
路
牛

肉
販
売
、
花
苗
・
野
菜
苗
販
売

ほ
か
。
イ
ベ
ン
ト
は
両
日
開
催

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験

▽
申
込
書
配
布　

９
月
４
日（
月
）

〜
15
日
（
金
）

▽
申
込
受
付  

9
月
11
日
（
月
）

〜
15
日
（
金
）

▽
試
験
日 

11
月
23
日
（
祝
）

▽
試
験
会
場　

流
通
科
学
大
学

（
神
戸
市
西
区
）

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

軍
人
恩
給
の
受
給
資
格
を
調

査
し
ま
す

　

旧
軍
人
ま
た
は
そ
の
遺
族
で
軍

人
恩
給
を
請
求
し
た
こ
と
が
な
い

人
の
受
給
資
格
を
調
査
し
ま
す
。

（
公
務
員
退
職
な
ど
の
年
金
受
給

者
を
除
く
）。

　

希
望
者
は
福
祉
課
（
緑
庁
舎
、

☎
44
・
３
０
０
２
）
備
付
の
「
履

歴
申
立
書
」
を
終
戦
当
時
の
本
籍

地
の
都
道
府
県
援
護
担
当
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

問
兵
庫
県
社
会
援
護
課

　

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

（
内
線
２
９
９
７
・
２
９
４
６
）

成
年
後
見
人
養
成
講
座
お
よ

び
無
料
相
談
会

▽
日
時　

９
月
30
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▽
場
所　

洲
本
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
旧
淡
路
勤
労
セ
ン
タ

ー
、
☎
24
・
４
４
５
０
）

▽
受
講
料　

１
０
０
０
円

▽
定
員　

70
名
程
度

▽
対
象　

後
見
人
に
就
任
さ
れ
て

い
る
方
。
成
年
後
見
制
度
を
利

用
し
て
後
見
人
等
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
方

▽
テ
ー
マ　

後
見
人
の
仕
事
と
事

例
紹
介

▽
講
師　
（
社
）
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
兵

庫
支
部
役
員

▽
内
容　

①
成
年
後
見
人
の
仕
事

と
心
が
ま
え
②
事
例
紹
介
（
相

続
、
介
護
、
財
産
管
理
な
ど
）

▽
申
込
み　

９
月
22
日
ま
で
に
同

支
部
（
☎
０
７
８
・
３
４
１
・
８ 

６
８
６
）
へ

海
づ
り
公
園
（
メ
ガ
フ
ロ
ー

ト
）
周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

９
月
20
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間

▽
場
所　

海
づ
り
公
園
（
メ
ガ
フ

ロ
ー
ト
）
周
辺
。
現
地
駐
車
場

集
合

▽
そ
の
他　

一
般
参
加
も
大
歓

迎
。
雨
天
中
止

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
前
８
時

〜
正
午

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前
駐
車
場

（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

新
鮮
野
菜
を
安
値
販
売

問
鳥
井
営
農
ク
ラ
ブ
☎
42
・

１
１
６
９

大
切
な
契
約
書
や
遺
言
書
な

ど
は
公
正
証
書
に

　

重
要
な
取
引
を
し
た
り
遺
言
を

残
し
た
り
す
る
と
き
は
、
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
公
正
証
書
の
作
成

を
お
勧
め
し
ま
す
。
公
正
証
書
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
公
証
役

場
ま
た
は
法
務
局
へ
。
相
談
無
料

問
洲
本
公
証
役
場
☎
24
・
３
４
５
４
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●高橋尚子夢はきっとかなう
黒井克行著（学研）

数々の挫折や苦難を乗り越
え、Qちゃんが再び走り出
した! 2005年「東京国際
女子マラソン」での復活優
勝を支えたものとは? 高
橋尚子の子ども時代から辿
るノンフィクション。

●そらまめくんのぼくのいちにち
　なかやみわ作（小学館）

緑公民館図書室☎44-3008

●はじめてのくさばなあそび
グループ・コロンブス著（のら書房）

木や草、野菜、花など自然の
素材をつかってあそんでみま
しょう。目で見て、耳で聞い
て、においをかいで、さわっ
て、味わって・・・。春夏秋
冬と、季節ごとの草花あそび
を紹介します。

●なるほど！民俗学
　新谷尚紀著（PHP研究所）

三原図書館☎43-5037

●ゆっくりくまさん
森比左志作／西巻茅子絵（福音館書店）

お腹がすいた、ゆっ
くり山のゆっくりく
まさんが薮のところ
に来ると、もう木の
実は残っていません
でした。ゆっくりゆっ
くり歩いて行くと、
大きな川の向こうに
山ぶどうがどっさり。
でも、川の流れが速
くて渡れません。そ
こで…。

●永遠の放課後　
　三田誠広著（集英社）
西淡公民館図書室☎37-3028

●ぼく、ドラえもんでした。涙と笑いの26年うちあけ話
大山のぶ代著（小学館）

声優時代を中心とした大山の
ぶ代の自伝。ドラえもんとの
運命の出会いから、テレビや
映画、藤本先生の思い出など、
26年間の涙と笑いにあふれ
たエピソードをつづる。貴重
な写真満載の「大山のぶ代グ
ラフィティ」も収録。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

ま
な
び
の
扉

月
３
日
ま
で

◆
淡
路
人
形
絵
画
展

　

淡
路
人
形
写
生
会
等
の
作
品
。

10
月
19
日
ま
で

◆
テ
ー
マ
展
示

　

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
一
力
茶
屋
場

の
段

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
28
回
天
体
観
測
会

　
上
弦
の
月
を
見
よ
う

▽
日
時　

９
月
30
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
10
時

▽
場
所　

神
代
小
学
校　

校
庭

▽
参
加
費　

大
人
百
円
、
子
ど
も

無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
。
悪
天
候
時
は
室
内

で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
自
然

観
察
指
導
者
）
養
成
講
習

▽
日
時　

10
月
１
日
〜
３
日
（
３

日
間
）
＝
前
期
。
後
期
は
未
定

▽
場
所　

淡
路
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

　

　岩谷遺跡は福良

仁
に お

尾にある遺跡

で、老人ホーム建

設にともなう調査

で見つかりまし

た。

　調査によって、

弥生時代中期（約

2,100 年前）の土

器と一緒に「サヌ

カイト」と呼ばれる石器が 50点あまり出てきました。その

中の石
せきぞく

鏃は、根元が平らなものや凹んだものが非常に少なく、

凸状に茎を持つものが多いのが特徴です。また遺跡が海岸に

非常に近いことから、狩猟だけでなく、海での作業にも使用

されたことが想像できます。

　　　　　　　問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の

　
魅
力
に
迫
ろ
う

◆
淡
路
人
形
の
浄
瑠
璃
講
座

▽
日
時　

９
月
25
日
（
月
）
午
後

７
時
30
分
〜
９
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
内
容　

近
世
淡
路
人
形
座
の
興

行
に
つ
い
て
（
参
加
無
料
）

◆
淡
路
人
形
座
職
員
の
募
集

▽
職
種　

人
形
遣
い
（
若
干
名
）

▽
受
験
資
格　

島
内
在
住
ま
た
は

出
身
。
平
成
19
年
３
月
高
等
学

校
卒
業
見
込
、
ま
た
は
卒
業
者

で
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降 

生
ま
れ
。
経
験
不
問

◆
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
（
生
涯
学
習
文
化
振
興

課
）
☎
37
・
３
０
２
０

ゆ
と
り
っ
く
の
各
種
講
座

◆
中
高
年
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
日
時　

９
月
８
日
か
ら
毎
週
金

曜
日
（
全
４
回
）
午
後
１
時
30
分

▽
内
容　

運
動
不
足
解
消
と
健
康

増
進
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ

や
水
中
運
動
、
温
泉
浴

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

◆
健
康
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

10
月
と
11
月
の
毎
週

火
・
金
曜
日
（
全
８
回
）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午

▽
内
容　

肩
こ
り
・
腰
痛
・
運
動

不
足
の
解
消
の
た
め
の
ジ
ム

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

◆
申
込
み　

ゆ
と
り
っ
く

　

☎
36
・
５
７
８
９

働
く
婦
人
の
家

　
各
種
講
座
の
ご
案
内

◆
布
あ
そ
び
講
座　

９
月
８
・
22

日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
。
裁

縫
道
具
持
参

◆
健
康
運
動
講
座　

９
月
９
・
30

日
（
土
）
午
後
８
時
。
飲
み
水
、

タ
オ
ル
、
上
履
き
持
参

◆
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座　

10
月
か
ら

毎
月
第
１
水
曜
日
（
全
３
回
）

午
前
11
時
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
料
理
づ
く
り　

◆
申
込
み　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
か
し
ら
展

　

木
偶
づ
く
り
講
座
生
作
品
。
11

岩い

わ

た

に谷
遺
跡

14
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 ●９月の図書館カレンダー

シリーズシ
ス
２
階
会
議
室
や
ま
も
も

▽
内
容　

自
然
環
境
と
観
察
指
導

の
知
識
・
技
術
を
習
得

▽
受
講
料　

１
０
０
０
円

▽
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
）

▽
申
込
み　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
〒
６
５
６
―

０
０
２
１　

洲
本
市
塩
屋

２
―
４
―
５
淡
路
県
民
局

洲
本
土
木
事
務
所
（
☎
22
・

３
５
４
１
）
ま
で
郵
送

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
県
民

交
流
会
参
加
者
募
集

　

島
外
の
植
物
園
等
を
視
察
し

（
バ
ス
ツ
ア
ー
）、
花
と
緑
を
通
じ

た
交
流
を
図
り
ま
す
。

▽
と
っ
と
り
花
回
廊
（
鳥
取
県
）
視
察

　

10
月
18
日
〜
19
日（
１
泊
２
日
）

▽
牧
野
植
物
園
（
高
知
県
）
視
察

　

11
月
28
日
〜
29
日（
１
泊
２
日
）

▽
定
員　

各
40
人

▽
参
加
費　

１
万
１
千
円

問
㈶
淡
路
花
博
記
念
事
業
協
会

　

☎
０
７
９
９
・
75
・
２
１
０
０

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
通
信

講
座

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
趣
味
・
教
養

か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
通
信
講
座
で
す
の
で
マ

イ
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で

す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▽
講
座　

全
２
０
０
コ
ー
ス

▽
受
講
期
間　

３
か
月
〜
１
年

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
・
06
・
８
８
８
１

●塩の絵本
　たかなしひろき編／さわだとしき絵
　（農山漁村文化協会）

本のさがしかた
　図書館（室）の本には、背表紙に「請
求記号」が付いています。この番号
を見れば、コンピューターで検索し
たときにも表示されるので、どこの
本棚に並んでいるかが分かるように
なっています。
◆「請求記号」について
　「請求記号」は、①別置記号、②
分類番号、③図書記号でなりたって
います。例＝「Ｒ031イ」「Ｂ596カ」
など。
　①別置記号とは、本の種類をアルファ
　　ベットで表示。Ｒ＝参考図書、Ｂ＝
　　文庫本、Ｔ＝旅行書、など。
　②分類番号とは、本の内容を数字
　　で表示。
　③図書記号とは、書いた人の姓の
　　頭１文字をカタカナで表示。
◆禁帯出ラベルについて
　背表紙に「禁帯出」という赤いラ
ベルが貼ってある本は、借りること
ができません。図書館の中だけで見
てください。
　詳しくはカウンターでお尋ねくだ
さい。

　
　　のじぎく兵庫国体相撲競技が当
館で10月１日（日）～４日（水）
開催されます。その準備や片付け
等により、下記の期間中は休館し
ます。ご協力をお願いします。

　　大会当日は、ぜひご声援にお
越しください。

場所 休館する期間

メ イ ン

ア リ ー ナ ９月１日（金）～

10月 11日（水）サ ブ

ア リ ー ナ

トレーニング

ル ー ム

９月11日（月）～

10月 11日（水）

休館のお知らせ
～国体開催のため～

エアロビクスダンス
受講生募集

　
　　リズムに合わせ楽しく体を動かしな
がら脂肪を燃焼させ、スタミナアップ
を図りませんか？

◆受講料　８回4,000円
　（第１回の講習時にいただきます）
◆申込み　文化体育館☎50-5077

回数 受講日 曜日 時間

第１回 10 月 24 日 火

午後７時

30分～

第２回 10 月 31 日 火

第３回 11 月 ７ 日 火

第４回 11 月 21 日 火

第５回 11 月 28 日 火

第６回 12 月 ５ 日 火

第７回 12 月 12 日 火

第８回 12 月 19 日 火

▲出土した石鏃

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 2  
 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9
10　11　12　13　14　15　16
17　18　19　20　21　22　23
24　25　26　27　28　29　30

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです
月末日
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平成18年８月19日
までの受付分　
（敬称略）
※この欄への掲載を希望
しない人は、届け出のと
きに窓口へお申し出くだ
さい
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心
を
育
て
る

　

  

親
子
遊
び

●人　口 53,876人（前月比－6人）
　（男）　 26,023人（前月比＋2人）
　（女）　 27,853人（前月比－8人）
●世帯数 18,174世帯（前月比＋23世帯）
　　　　　　　　　※平成18年8月1日現在

▲カキ氷づくり（子育て学習センターなんだん）

　

四
万
十
川
は
、
と
っ
て
も
き
れ

い
で
冷
た
く
て
最
高
で
し
た
。
汚

い
っ
て
い
う
人
な
ん
て
、
ど
こ

を
探
し
て
も
い
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

冷
た
い
川
で
た
く
さ
ん
遊
ん
で

疲
れ
た
ら
、
岩
の
間
に
あ
る
小
さ

　

遊
び
の
中
で
子
ど
も
は
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。「
子
ど

も
の
成
長
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と

は
、
す
べ
て
遊
び
の
中
に
あ
る
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

人
と
関
わ
る
力
や
自
己
表
現

力
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

く
心
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
基
盤

は
遊
び
の
中
で
身
に
つ
け
て
い
く

の
で
す
。

　

友
達
と
遊
べ
る
よ
う
に
な
る
前

の
「
親
子
遊
び
」
は
特
に
大
切
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日

植野　浩司（広　田）

酒部　信悟（福　良）

上原　　剛（八　木）

堀　　隼也（阿那賀）

碇　　一弥（洲本市）

宮本　美代（徳島県）

豊田　陽子（　市　）

野村　奈緒（倭　文）

鳴海恵美子（福　良）

曽根　弥生（　湊　）

７月 22 日

７月 26 日

７月 29 日

７月 29 日

８月 11 日

出生

死亡

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
田村たみゑ
榎本ふさの
不動　絹子
平岡きよ子
立石　一任
森西　千秋
畑野　 男
嶋本　忠次
山口　　勇
奈良よ み
野口とよこ
賀集　光義
開　　幸夫
天野　欣一
谷　こなみ
庄野　　博
武田とみゑ
開　　　勇
安田　 子
渡邊　　民
橋本　繁郎
森下キヨコ

八木
阿万
広田
福良
伊加利
阿万
松帆
松帆
松帆
広田
八木
賀集
北阿万
福良
伊加利
倭文
八木
灘
倭文
倭文
榎列
賀集

89
100
86
83
78
63
72
73
82
95
86
83
82
78
90
79
87
81
96
85
108
70

７月 21日
７月 22日
７月 22日
７月 23日
７月 23日
７月 24日
７月 24日
７月 25日
７月 28日
７月 29日
８月１日
８月１日
８月１日
８月２日
８月２日
８月６日
８月６日
８月７日
８月８日
８月９日
８月 10日
８月 10日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

田中　菜
な つ き

月

村上　修
しゅうこ

子

中川ひなた

興津　心
こ こ な

菜

丹羽　慶
け い き

綺

福永　宙
ひ ろ と

人

水上　颯
そ う た

太

濵﨑　心
こ こ ね

寧

前川　絢
あ や ね

音

宮本　心
こ こ な

菜

藤井　佳
か な

菜

西山　碧
あ お い

泉

中村　実
み さ と

里

島﨑　琉
る い

生

井原　瑞
み お

緒

菊井うらら

東田　悠
ゆうせい

誠

松尾　侑
ゆ う ま

磨

前田　桃
も も か

花

中田　康
こうすけ

介

前川　琉
る か

花

村本　美
み ほ

歩

亀井　心
こ こ え

愛

山崎　聖
せ い や

矢

山中　海
かいせい

聖

土田　有
ゆ り

里

⻆ 所　　 優
ゆう

阿部　美
み さ き

咲

田　 恵
け い じ

治

奥 野　　 結
ゆい

岩井　煌
こうめい

明

村上　太
た い ち

一

山田　果
み ゆ

侑

原 田　　 然
ぜん

冠野　莉
り こ

子

富貴　彩
あ や め

愛

女
女
女
女
男
男
男
女
女
女
女
男
女
男
女
女
男
男
女
男
女
女
女
男
男
女
男
女
男
女
男
男
女
男
女
女

裕
篤 弘
和 幸
佳 範
秀 人
真 人
貴 志
公 輔
祥 一
均

隆 久
秀 樹
佳 史
泰 史
健 司
洋 輝
隆 明
紀 之
晋 志
昌 秀
和 也
正 登
朋 之
豊 茂
和 夫
恵 次
学

剛 士
正 輝
広 道
佳 克
友 幸
和 宏
純

純 二
俊 昭

市
市
八木
津井
榎列
宝塚市
榎列
志知
榎列
広田
榎列
北阿万
榎列
阿万
西宮市
八木
広田
賀集
北阿万
広田
榎列
広田
松帆
潮美台
阿万
西宮市
榎列
阿万
宝塚市
八木
市
伊加利
市
東京都
松帆
榎列

７ 月 ９ 日
７月 10 日
７月 10 日
７月 13 日
７月 14 日
７月 15 日
７月 17 日
７月 18 日
７月 19 日
７月 20 日
７月 21 日
７月 21 日
７月 21 日
７月 22 日
７月 22 日
７月 25 日
７月 25 日
７月 25 日
７月 25 日
７月 27 日
７月 28 日
７月 30 日
８ 月 ３ 日
８ 月 ６ 日
８ 月 ６ 日
８ 月 ７ 日
８ 月 ７ 日
８ 月 ７ 日
８ 月 ７ 日
８ 月 ７ 日
８ 月 ８ 日
８ 月 ９ 日
８月 11 日
８月 11 日
８月 12 日
８月 13 日

氏名 年齢 地区 死亡日
富長　里志
山口 美子
古池きしの
伊達　文子
山本みのる
松﨑　　勇

市
広田
福良
広田
福良
賀集

74
80
94
85
88
95

８月 11日
８月 12日
８月 12日
８月 15日
８月 16日
８月 16日

氏名 年齢 地区 死亡日
佐古きよの
平藤　　登
宮先　幸子
濱田美
服部　武雄

阿万
市
広田
松帆
市

90
71
75
95
74

８月 16日
８月 16日
８月 17日
８月 18日
８月 18日

「
あ 

そ 

び 

塾
」に
参
加
し
ま
し
た

な
天
然
お
ん
せ
ん
で
ゆ
っ
く
り
休

む
。
行
く
前
か
ら
も
う
わ
く
わ
く

し
て
い
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
小
魚
や
サ
ワ
ガ
ニ
と
り

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
楽
し
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ぐ
っ
て
み

れ
ば
魚
が
い
っ
ぱ
い
！
浅
い
場
所

に
は
イ
モ
リ
と
い
う
生
物
が
！

　

流
れ
の
速
い
場
所
で
流
れ
に
逆

ら
っ
て
進
も
う
と
し
た
り
、
岩
の

上
か
ら
飛
び
込
ん
だ
り
、
い
ろ
ん

な
遊
び
の
方
法
が
あ
っ
て
何
時
間

　

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
青

少
年
や
保
護
者
の
方
の
た
め
に
相

談
室
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

　

F 

37
・
３
０
４
８

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

い
っ
て
、
大
人
が
子
ど
も

を
「
上
手
に
遊
ん
で
あ
げ

よ
う
」
な
ん
て
気
負
う
必

要
は
な
い
の
で
す
。
子

ど
も
に
と
っ
て
一
番
う
れ

し
い
の
は
、
親
が
そ
ば
に

い
て
く
れ
る
こ
と
。
遊
び

に
付
き
合
っ
て
く
れ
る
こ

と
。
そ
ん
な
に
頑
張
ら
な

く
て
い
い
の
で
す
。

　

時
に
は
「
子
ど
も
に
遊

ん
で
も
ら
う
」
ぐ
ら
い
の

気
持
ち
で
心
と
体
を
寄
せ

合
い
、
子
ど
も
と
の
時
間

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

（
な
ん
だ
ん　

仲
岡
美
佳
）

▲あそび塾「ももがり」

い
た
っ
て
あ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
原
川
な
ど
は
汚
く
て
入
る

気
に
も
な
れ
な
か
っ
た
の
に
、

四
万
十
川
は
ま
た
行
き
た
い
！
と

い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

で
も
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
川
で

も
、
心
な
い
人
間
が
ゴ
ミ
を
捨
て

れ
ば
ど
ん
ど
ん
汚
く
な
り
ま
す
。

私
は
、
あ
の
四
万
十
川
を
汚
し
た

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
も
っ

と
き
れ
い
な
川
で
ず
っ
と
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
四
万
十
川

に
行
き
た
い
で
す
。　

▲あそび塾「最後の清流・川遊び隊」

▲あそび塾「オリジナルTシャツ作り」
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い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

2006.9.1発行

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

９月 ３日（日） 友 清 龍 一 郎 医師 大 森 弘 之 医師

９月10日（日） 大 鐘 稔 彦 医師 穀 内 勇 夫 医師

９月17日（日） 橋 田 友 孝 医師 畑 田 卓 也 医師

９月18日（月） 馬 部 樹 也 医師 渡 辺　　 優 医師

９月23日（土） 福 田 郁 夫 医師 斉 藤 雅 文 医師

９月24日（日） 福 原 正 博 医師 穀 内 純 江 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

９月の健康カレンダー

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの
　「イベントカレンダー」からでもご覧いただけます。
　アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/ 診察日 担当医師 備　考

９月 ３日（日） 富 本 康 仁 医師

　担当医は都合により変
更になることもあります。
　受診前に電話をおかけ
ください（☎23ｰ2700）

９月10日（日） 奥 村　　 司 医師

９月17日（日） 田 中 一 宏 医師

９月18日（月） 村 上 龍 助 医師

９月23日（土） 平 山　　 毅 医師

９月24日（日） 植 村 幹 二 郎 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

内容 日 曜日 時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

６ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
11 月 〃 南淡福祉保健センター
13 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー
20 水 〃 緑保健福祉センター
25 月 〃 南淡福祉保健センター
27 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

13 水  9:00 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
25 月  〃 緑保健福祉センター
25 月  〃 三原保健センター
27 水  〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

４ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
６ 水   〃 緑保健福祉センター
６ 水   〃 西淡保健センター
25 月   〃 南淡福祉保健センター

介護予防相談
（血圧測定、検尿など）

７ 木  9:30 ～ 11:00 ふ く ら 荘
28 木   〃 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 19 火 10:00 ～ 12:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
ストレッチ体操 ７ 木 13:30 ～ 15:00 三 原 保 健 セ ン タ ー

エアロビクス・ダン
ベル体操（要予約）

12 火 〃 南淡福祉保健センター
19 火 〃 緑保健福祉センター
25 月 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対
象

４ 月 13:30 ～ 15:30 三 原 保 健 セ ン タ ー
４ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
13 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
21 木   9:30 ～ 11:00 沼 島 総 合 セ ン タ ー
25 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
27 水 〃 湯 の 川 荘

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動
65歳以上の方を対
象（要予約）

12 火
  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

26 火
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成15年６月・15年12月生）

５ 火 13:30～13:45

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 16 年６月生）
１ 金 13:15～13:30

母親学級（後期） 14 木 13:30～14:00
コアラ教室 28 木   9:30～11:00

育児相談
（平成17年７月生・
平成18年２月生）

７ 木 13:30～14:30 緑保健福祉センター
11 月 〃 西淡保健センター
19 火 〃 南淡福祉保健センター
22 金 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（平成15年７月・８月生）

８ 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
12 火 〃 西淡 保 健 セ ン タ ー
13 水 〃 三原保健センター

10か月児健康診査
（平成17年 11月生）

15 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
19 火 〃 西淡保健センター
20 水 〃 三原保 健 セ ン タ ー

４か月児健康診査
（平成18年５月生）

22 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
26 火 〃 緑保健福祉センター
27 水 〃 三原 保 健 セ ン タ ー

家庭療育支援講座
７ 木 10:00～12:00

緑保健福祉センター
21 木 〃

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 14 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 21 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

日 曜日 受付時間 場　　所

５ 火
10:00～12:00 あわじ島農協阿万支所
14:00～16:00 阿万スポーツセンター

夏期は血液が不足します。
ご協力をお願いします。

▽
対
象　

自
己
検
診
や
人
間

ド
ッ
ク
、
本
年
度
の
町
ぐ

る
み
健
診
等
で
腹
囲
測
定

の
結
果
、男
性
85
㎝
以
上
、

女
性
90
㎝
以
上
で
次
の
い

ず
れ
か
が
該
当
す
る
方

①
市
内
在
住
で
、
現
在
治
療

を
受
け
て
い
な
い
方

②
20
〜
69
歳
で
、
次
の
こ
と

が
気
に
な
る
方

・
最
高
血
圧
１
３
０
以

上
、
最
低
血
圧
85
以
上

・
空
腹
時
血
糖
が
１
１
０

以
上

・
Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ
が
５
・
６

以
上

・
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

２
２
０
以
上

・
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
40
未
満

・
中
性
脂
肪
が
１
５
０
以
上

・
肥
満
が
気
に
な
る
（
Ｂ

Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
）

▽
教
室
の
進
め
方

　

健
診
の
結
果
を
も
と
に
、

　

生
活
習
慣
を
見
直
す

　
　

←

　

自
分
に
あ
っ
た
健
康
法
、

　

実
践
法
を
見
つ
け
、
実
施

　
　

←

　

改
善
結
果
を
み
る

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
改
善
教
室
」

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
り
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
、
高
血
圧

を
合
併
し
、
重
複
が
多
い
ほ
ど
、
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
な
ど
に
な
り
や
す
く
な
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
健
康
財
団
と
共
催
で
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
改
善
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
自
分
に

あ
っ
た
健
康
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
食
生
活
改
善
教
室
）
参
加
者
募
集

①冷蔵庫の過信は食中毒のもと
②まな板、包丁、布巾はよく洗って乾燥を
③食事前、調理前に手洗いを

№ 日　時 場　所 内　容 備　考

1
９月 14日（木）
13:30 ～ 16:00

緑公民館
説明会
食生活アンケート

町ぐるみ健診の
結果表を持参

2
９月 19日（火）
8:30～ 15:00

緑保健福祉
センター

24時間採尿容器提出
都合のよい時間
に持参

3
10月６日（金）
9:30～ 12:00

緑公民館
講義・食生活指導
24時間採尿結果説明

4
12月５日（火）
9:30～ 12:00

緑保健福祉
センター

血液検査・24 時間採尿
検査・食生活アンケート

朝食を抜いて参
加

5
12月 11日（月）
8:30～ 15:00

緑保健福祉
センター

24時間採尿容器提出
都合のよい時間
に持参

※日程を変更する場合があります

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み　

各
保
健
セ
ン
タ

ー
備
付
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
緑

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

44
・
３
０
０
９
）
へ
提
出

▽
申
込
期
限　

９
月
８
日
（
金
）

▽
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

　

結
核
は
随
分
減
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
年

間
約
３
万
人
の
新
規
患
者
が

発
生
し
、
約
２
千
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

  

淡
路
島
内
の
結
核
の
現
状

は
、
毎
年
新
た
に
40
人
程
度

の
結
核
患
者
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
通

院
治
療
で
確
実
に
・
か
つ
早

く
治
る
病
気
で
す
。
せ
き
や

た
ん
が
続
い
た
り
、
発
熱
や

胸
痛
な
ど
の
自
覚
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

９
月
24
日
〜
30
日
は

結
核
予
防
週
間
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開催
 迫る！

第61回国民体育大会

問のじぎく兵庫国体南あわじ市実行委員会☎ 50-3036

９月30日（土）・10月７日（土）

少年少女スポーツ　軟式野球
会場：サンライズ淡路・
　　　広田中学校・倭文中学校

10月１日（日）

少年少女スポーツ　相撲
会場：榎列府中八幡相撲場

軟式野球

会場：榎列府中八幡相撲場

９月12日（火）～10月13日（金）
公開競技　スポーツ芸術
会場：滝川記念美術館「玉青館」
　　　（開館９時～17時、月曜日休館）

９月23日（土・秋分の日）
　　炬

き ょ か

火リレー
　　　　　　　市内８区間

97
人
が

　

走
り
ま
す

日（土・秋分の日） 97
人
が

　

走
り
ま
す

10月１日（日）～４日（水）

正式競技　相撲
会場：南あわじ市
　　　文化体育館

10月１日（日）～３日（火）

公開競技　ビーチバレー
会場：慶野松原
　　　ビーチバレーコート

　特別展「ありがとう　心から・南あわじから」を開

催。芸術活動を通じて住民が国体に参加するとともに、

全国から集う人々に地元の芸術を広く紹介します！

　　　　　　　　　　１階　常設展

　　　　　　　　　　　　　直原玉青画伯作品

　　　　　　　　　　２階　特別展

　　　　　　　　　　　　　島内高校生の芸術作品

　　　　　　　　　　　　　市内幼稚園及び保育所（園）

　　　　　　　　　　　　　５歳児の絵画

　　　　　　　　　　　オリンピックでいう聖火リレー。
　　　　　　　　　　　　沿道での温かいご声援をお願い
　　　　　　　　　　　　します！

【中継所】　※時間は予定です。
　　　広田中学校 → 緑風館 → 緑庁舎
　　　　（11:38）   （11:47）  （12:00）
　　　慶野松原 → 御原中学校 → 西淡庁舎
　　　　（13:18）　 （13:25）    （13:37）
　　　市小学校 → パルティー → 中央庁舎
　　　　（13:57）　 （14:09）    （14:20）
　　　福良小学校 → 南淡庁舎 → なないろ館
　　　　（15:00）　  （15:07） 　 （15:16）

歓
迎
式
典

　

開
催

歓
迎
式
典

歓
迎
式
典

　

開
催
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